
基礎看護学実習Ⅰ
科目到達目標： 1.看護の対象としての人（対象者、生活者）とその人の生活観、健康観について理解を深める。

2.看護実践場面の体験を通して、看護の基本的機能（コミュニケーション、安全・安楽、倫理）について理解を深める

科目責任者（所属教室）：深田美香（基礎看護学） 連絡先：教員室TEL　0859-38-6306　E-mail：mikafkd@tottori-u.ac.jp

回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 10/4(金) 1 111

2 10/4(金) 2 ATU1・2・5~10

3 10/11(金) 1 111

4 10/11(金) 2 ATU1・2・5~10

5 10/24(木) 3 ATU9・10、セミナー室2・3

6 10/24(木) 4 ATU9・10、セミナー室2・3

7 10/25(金) 1 ATU1・2・5~10

8 10/25(金) 2 ATU1・2・5~10

9 11/1(金) 1 ATU1・2・5~10

10 11/1(金) 2 ATU1・2・5~10

11 11/15(金) 1 ATU1・2・5~10

12 11/15(金) 2 ATU1・2・5~10

13 11/21(木) 3 ATU9・10、セミナー室2・3

14 11/21(木) 4 ATU9・10、セミナー室2・3

15 11/22(金) 1 ATU1・2・5~10

16 11/22(金) 2 ATU1・2・5~10

17 12/6(金) 1 ATU1・2・5~10

18 12/6(金) 2 ATU1・2・5~10

19 12/20(金) 1 ATU1・2・5~10

20 12/20(金) 2 ATU1・2・5~10

21 12/26(木) 1 ATU9・10、セミナー室2・3

22 12/26(木) 2 ATU9・10、セミナー室2・3

23 1/10(金) 1 ATU1・2・5~10

24 1/10(金) 2 111

教育グランドデザインとの関連：1、2、4、5、6、7 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。

学位授与の方針との関連：1、4

授業のレベル：1

評価：実習目標の到達度について、到達目標１は30、到達目標2は30、レポート30、受講態度10で評価する．

実務経験との関連：看護実践に携わった経験をもつ教員が、専門分野に関する実習を指導する

その他：看護学生の臨床実習用損害賠償保険に加入しなければ受講できない

　　麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、水痘の抗体価の確認あるいはワクチン接種が終了していないと受講できない

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能

オリエンテーション　臨地実習の心構え

鳥取大学医学部附属病院の概要と看護部の理念

病棟オリエンテーション/看護の基本的機能

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能

健康、生活、価値観、生活過程、
思考、分析、統合、協調、表現、
プレゼンテーション

目的，内容，方法，主体的学習態
度，

学習課題

　看護の対象としての人（対象者、生活
者）とその人の生活観、健康観につい
て理解を深める。

　看護実践場面の体験を通して、看護
の基本的機能（コミュニケーション、安
全・安楽、倫理）について理解を深め
る。

健康、健康観、生活行動、生活環
境、
療養環境、物理的環境、人的環
境、
コミュニケーション、安全・安楽、
倫理、
看護の基本的機能、
思考、分析、統合、協調、
表現、プレゼンテーション

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能

学習内容の共有と討議

実習の目的，内容，方法について理解
する

附属病院の概要、看護部の理念等につ
いて知る

病棟の概要を知る　自己の学習課題を
明確にする

実習での学びを共有し、自己の実習で
の学びを深める

深田　美香
笠城　典子
藤原　由記子
奥田　玲子
山本　陽子
未定

基礎看護学

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能

健康観・生活観／生活過程／看護の基本的機能


